
氏名 西脇二一

　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① Importance of
Systematics in
Sedimentary
Petrology in
Relation to
Classification
and
Sedimentologic
al Modelling

共著 地質学モデルでは岩石の名
称を用いて記述されること
が多く、岩石の記載と命名
の標準化が重要である。多
様な分類体系野存在により
発生する異物同名や分類基
準の重複などが地質学分野
内および他分野との理解と
交流を阻害している。堆積
がっんに関する従来の分類
法と化学分析値を用いた数
量分類法を例として、分類
体系の統一の必要性を議論
した。

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

国際数理地質学会（IAMG）・国際堆積学会（IAS)・経済堆積学会（SEPM)・国際古
生物学会（PS)・日本地質学会・日本古生物学会．情報地質学会・情報知識学会・
日本堆積学会・リモートセンシング学会．日本ベンソス学会．応用地質学会・土木
学会・地盤工学会

昭和52年9月　京都大学大学院理学研究科博士課程修了

京都大学理学博士

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

地球情報学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

2006年度科学研究費データベース「在日本脊椎動物化石標本データベース」の分担者

日本情報地質学会評議員・編集委員、金生山化石ｋ間運営委員、第17回国際堆積学会組織委員
委員会国際科学諮問委員・監査、第57回国際地質科学連合理事会奈良会議組織委員長

昭和63年4月　奈良大学社会学部助教授??
平成3年4月　同教授
平成18年4月　社会学部長(平成20年3月まで）
新学科検討委員会委員
FD検討会委員

地球科学情報のシステム化に関する研究・人工衛星データによる地形・地質の判読
に関する研究・赤坂石灰岩の地質学的古生物学的研究

Abst. 17th　Intern.
Sed. Congr.
（Fukuoka, 200７)

2006年8月



② Importance of
Systematics in
Petrology in
Relation to
Geochemical
Classification
of Igneous
Rocks

共著 火成作用の地球化学モデル
は火成岩について標準化並
びに正規化された分類・命
名法に基づいて行われねば
ならない。本論では
IGBADATデータベースに収
容されたデータに対して
TAS分類法を適用して、従
来の分類結果と比較して検
証を試みた。その結果、
TAS分類法は火山岩につい
ては正規化できるが、深成
岩および変成岩については
必ずしも正規化できない部
分があることが分かった。

③ Relation of
living
deformed
Distephanus
speculum
(Silicoflagell
ate) and
environmental
indices in
southern ocean

共著 南氷洋ではシリコフラゲ
ラータの一種である
Distephanus speculum と
その奇形が棲息することが
知られている。ボーリング
コアから抽出された9338の
正常形と876の奇形につい
て各部位の計数・計測と分
布を解析した。その結果、
主な4種の奇形の分布がい
くつかの環境因子の分布と
強い相関関係にあることが
認められ、奇形の発生に環
境因子が関係していること
が推測された。

④ 在日本脊椎動物
化石データベー
スＪＡＦＯＶの
現状

JAFOVは，国内の脊椎動物
化石の標本情報を集積する
ため，1980年代初めに京都
大学の古生物学グループに
よって設計され，1986年か
ら階層型DBMS FAIRSを用い
て京都大学大型計算機セン
ターの共用データベースの
一つとして公開された．
1990年代後半からは関係型
DBMS MS-AccessとASP・
ODBCを用いてWeb上にも公
開された．最初は英文によ
る標本特定，古生物および
文献の記載情報のみであっ
た．技術の進歩と利用者の
拡大に伴って，画像データ
が追加され，日本語情報も
導入されたが，これらの作
業は未完成である．現在は
6つのサブファイルから成
り，データ総数は約18,000
件で，国内の主な博物館・
研究所の標本をほぼカバー
しているが，なおデータを
補足する必要がある．
JAFOVの更なる発展には，
データの追加・修正，シス
テム改良およびサーバー保
守のための永続的組織の設
立が必要である．

2006年9月22日

2007年3月31日

Proc. 2007 Ann.
Meeting Intern.
Assoc. Math. Geol.
2007 (Liege)

Proc. 11th Congr.
Intern. Nannofossil
Assoc.

亀井節夫教授傘寿記
念論文集

2006年9月
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学術論文①と同じ

学術論文②と同じ

学術論文③と同じ

（学会発表）

11th Congr. Intern.
Nannofossil
Assoc.(Neblaska)

2006年9月

2006年9月

2006年9月28日

17th　Intern. Sed.
Congr.（Fukuoka, 20
０７)

2007 Ann. Meeting
Intern. Assoc.
Math. Geol. 2007
(Liege)


